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事務所：長野県伊那市西町 5016-2　電話 0265（76）5858　　例会日：毎週火曜日　　例会場：海老屋料理店 0265（72）2158

会 長：唐澤敏治　　副会長：田中洋　　幹事：市川満貞

第1450回例会　　平成30年6月12日（火）

2017-2018 国際ロータリーのテーマ

ロータリー：変化をもたらす
ROTARY:MAKING A DIFFERENCE

■ 点　鐘 12：30

・米山奨学生　ボルドバートル, オリギル 様

君が代・奉仕の理想・四つのテスト　　　井上修ソングリーダー■ ソング  

■ 慶　祝

6月誕生日祝い　・倉田秀伸会員　・網野裕美会員
 ・市川満貞会員　・伊藤好会員
 ・鈴木一比古会員　・大谷智鶴会員

唐澤敏治会長■ 会長談話
　6月に入り私達の役員も最終月となりました。今考えるとあっという間の1年だっ
たような気がします。
　さて先週末は大雨・台風予報が発せられ色々と行事を変更致しましたが、久し
ぶりに予報がはずれ残念でした。
　今日6月12日は、アメリカトランプ大統領・北朝鮮金正恩朝鮮労働党委員長と

の米朝首脳の歴史的初会談が先程から始まりました。1対1の会談にトランプ大統領は「私はあなたと
共に仕事をすることを楽しみにしている。」とのことですが、はたしてどのような会談になるのか、
拡大会談を含め日本にとって拉致問題解決に向けた会談になるよう願うばかりです。
　最近の国内では痛たましい事件が後を断ちません。両親による我が子への考えられないような虐待。
この事件も関係機関がもう少し慎重に事に当たっていたら防ぐことが出来たのではないかと思うと、
大変悲しく可愛そうな事件だと思います。又つい先日、新幹線の車中での殺傷事件。勇気ある好青年
が尊い命を失ってしまいました。大学院を卒業し、38歳の若き好青年で今社会で大活躍をされている
姿、これからの日本を背負って立つ人材を失ってしまった事は大変残念なことです。最近国内では、
考えられないような事件が多すぎると思います。

■ ゲスト・ビジター紹介

2017-2018 RI会長
イアン Ｈ.Ｓ. ライズリー
オーストラリア
(ビクトリア州)



・池上幸平会員　・池田幸平会員　・伊澤和男会員　・市川修次会員　・市川満貞会員
・伊藤幸明会員　・小川秋實会員　・小椋文成会員　・唐澤敏治会員　・唐澤稔会員
・小向誠一会員　・清水吉治会員　・下井達典会員　・杉本德治会員　・鈴木一比古会員
・多田浩之会員　・田中洋会員　・田中真人会員　・橋場正尚会員　・馬場秀則会員
・平澤理会員　・矢島宏会員　・矢野昌史会員

■ 皆出席祝

市川満貞幹事　幹事報告は別紙をご覧ください。■ 幹事報告

■ ニコニコボックス

◆唐澤敏治

◆市川満貞

◆唐澤稔

◆井上修

6月に入り私達の年度も最終月となりました。淋しいかぎりです。
米山奨学生ボルドバートル,オリギルさん、ようこそ。今日はゆっくりして下さい。
会社の管理職の研修で、ベトナムに行って来ました。社会主義の国なのに統制がとれておら
ず、地方へ行くと戦後の日本のような貧しい生活でした。一方、都会は若者ばかりで老人は
あまりおらず、高度成長期に東京が地方の若者を吸引して発展していった過程に似ているよ
うに感じました。
今日は朝から、米朝首脳会談が行われているが良い方向に行ってもらいたい。平和を望みま
す。
今日はめでたい事は何もありませんが、知名度が落ちるのは困りますので小口で入れさせて
頂きます。

■ 委員会報告
・5月27日（日）～28日（月）分水RCとの次年度交流事業打合せ会の報告
　原一馬次年度親睦活動・友好委員長

5月28日分水RCのみなさんと今年度の親睦旅行の打合せのため、新潟県上越市の
海岸沿いにある鵜の浜温泉 ロイヤルホテル小林へ行って参りました。矢野昌史さ
ん、唐澤稔さん、平澤理さん、宮下健さんと私の5人の道中、この日のために用意
した宮下健さんの新車ランドクルーザーで快適な旅路でした。分水RCの計らいで
ホテルの部屋の窓からは、海の眺めが素晴らしく、遠くに佐渡島も見えました。

今回も分水RCさんからお酒の差し入れ、地元でも手に入りにくい幻の銘酒「亀の翁」を頂きました。
口に含むと芳醇な吟醸芳香が広がりますが絶妙な辛み苦味酸味で甘すぎない豊かで切れの良い味わい
でした。他に麒麟山の生原酒も振る舞って頂きました。
今年の分水RCさんとの親睦旅行は、9月30日10月1日佐渡島です。佐渡島のお米が美味しいことは有
名ですが、酒蔵も4つあり世界的人気銘柄もあります。みなさん、9月30日秋の佐渡の味覚を満喫しに
いきましょう！



・6月2日（土）地区会員増強セミナーの報告　　　小椋文成次年度会員増強・プログラム副委員長
　6月2日に馬場委員長が所要のため、代わりに出席をしてきました。
　開催趣旨としては、6月に次期委員長の役割と責任を学び、活動計画書を発表し
て理解を深める場とする。また、各クラブの強みと弱みを分析し、計画を一歩ず
つ進めていくことを目的として開催されました。

　前半は第2ゾーンロータリーコーディネーターで西尾ＲＣの田中さんのお話を伺い、後半に上伊那グ
ループと下伊那グループの各クラブの皆さんとディスカッションをする形式でした。
　前半は、主な内容としては「なぜ会員増強が必要なのか」が話の中心でした。新入会員が入ること
で、クラブの活性化・活動を広められる・クラブや地区の経済的基盤強化につながるということでし
た。また、世界のロータリアンの人数は現在、約120万人で世界的にはクラブ数も増えているそうです
が、日本はバブル期に13万人いた会員が現在8万7千人に減りましたが、近年は微増傾向にあるそうで
す。世界は34ゾーンから成り立っているそうですが、日本はその中で第1ゾーンから第3ゾーンで3ゾー
ンに分かれているそうですが、基本1ゾーンに3万5千人いなければ、他ゾーンと合併などが行われるそ
うです。その中で日本は今まで3ゾーンで構成されていたものが2.5ゾーンになるようです。そういっ
た条件の維持からも会員増強が必要だという説明でした。また、2600地区の傾向として40歳以下また、
女性の割合が他地区と比べてもかなり低いようなので、その辺りをしっかりと検討する必要があると
いうことでした。
　後半の上伊那・下伊那グループでのディスカッションでは、他クラブの現状を聞くことができまし
た。自分として感じたことはどのクラブも「自分たちのクラブを居心地がよく、楽しい雰囲気のクラ
ブである」と感じているということ。また、出席や休会申請、地区への参加などについて、現役世代
への配慮から柔軟に対応していて、規律などを前面に出すことを抑えて、世代を超えた価値観を認め
ていくことを大切にしているということでした。どのクラブでも抱える課題や、取り組むことは同じ
だと思い、会員拡大の難しさを改めて感じる機会となりました。

・6月10日（日）第25回インターアクト地区大会の報告　　　下井達典青少年奉仕委員長
　6月10日（日）に長野市で表記大会が開催され参加して来ました。
当RCからの参加は矢野会員、井上会員、私の3名でした。伊那西高校IACからの
参加はIAC会員41名、顧問2名。米山奨学生オルギルさんも参加しました。
　ホストは文化学園長野中学・高等学校IAC、スポンサークラブは長野東RCです。
全体の参加者はIAC会員170名、顧問22名、米山奨学生7名、RAC5名、基調講演

・分科会講師7名、ロータリアン59名の合計270名です。開会式、基調講演、5分科会、分科会報告、
活動報告、閉会式と続きましたが、今後数年はモデルの1つになると思われる好大会でした。
　　伊那西IACの活動報告も良くできており大きな拍手を頂きました。前2回の大会は日程の関係で参
加できず、1-3年生全員が初参加でしたが、基調講演・分科会も得るものが多かったと思います。
　　来年の第26回大会は須坂創成高校IACがホストです。第28回は伊那西IACがホストとなります。
いまから心構えが要ります。
　　参加の会員にはご苦労樣でした。



市川満貞幹事
１．次年度RLI（ロータリー・リーダーシップ研究会）受講者の推薦について
２．会員退会届について
３．7月の行事予定とメイクアップ扱いについて
４．その他

■ 理事会報告

次回例会　
6月19日（火）　点鐘　12:30　　場所　海老屋料理店

・卓話：呉本圭樹様（プロ パラグライダーパイロット）
・例会終了後、現･次年度合同理事会

各委員会ごとに次年度の事業について話し合い・打合せ等を行いました。■ 次年度委員会

■ 点　鐘 13：30

会員数45名　　出席免除会員6名　　長欠会員2名　　本日出席者27名　　事前メイク6名
出席率89.19％　　前回出席率　修正なし

■ 出席報告

・「ロータリーの友」6月号紹介　　　矢野昌史会員
１．日本のロータリー　（日本のロータリークラブは1920年10月20日創立）
２．平和の木に思いを乗せて

ヒロシマの被爆樹木をフクシマへ（爆心地から2km以内で芽吹いた木々、
約170本を被爆樹木として登録した）

３．皆様がロータリー最大の強み
（2017～18年度ロータリー財団管理委員長ポールA.ネッエル）
ロータリー組織の全レベルにおいて、女性の活躍を広げ、女性リーダーに扉を開く必要がある。


